
272億円当初予算
　一般会計当初予算は、272億8,864万円で、前年比0.8％減。特別会計及び企業会計を
含めた全会計合計は、391億7,087万円で、前年比1.4％減となっている。平成28年度は、
最終年度となる総合計画後期基本計画の目標達成に向けた取り組み、また、「雲仙市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」に係る取り組みなどを重点的事項としてある。
　併せて、平成28年度より始まる普通交付税の段階的縮減を踏まえて、中期財政計画に
基づく健全な財政運営を基本として、優先すべき事業の重点化を図りながら、予算編成
が行われている。

○会計別予算内訳 （単位：千円）
会計名 平成28年度（a） 平成27年度（b） 増減額（a-b） 伸率（％）

一般会計 27,288,649 27,501,165 △212,516 △0.8
国民健康保険特別会計 8,327,305 8,611,656 △284,351 △3.3
後期高齢者医療特別会計 477,258 482,526 △5,268 △1.1
簡易水道事業特別会計 902,435 719,539 182,896 25.4
下水道事業特別会計 1,043,660 1,047,593 △3,933 △0.4
国民宿舎事業特別会計 196,255 188,118 8,137 4.3
温泉浴場事業特別会計 11,433 11,213 220 2.0
水道事業会計（企業会計） 923,879 1,183,740 △259,861 △22.0
合計 39,170,874 39,745,550 △574,676 △1.4

歳入
272億8,864万9千円

歳出
272億8,864万9千円

自主
財
源

依
存財 源

22.8％
61億7,966万2千円

77.2％
211億898万7千円

市税 13.4％
36億4,853万6千円

諸収入 1.1％
2億8,706万1千円
分担金及び負担金 0.6％
1億6,253万6千円

使用料及び手数料 1.0％
2億6,137万6千円

繰入金・財産収入など
6.7％ 
18億2,015万3千円

市債 9.8％
26億8,390万円

その他 4.0％
（地方消費税交付金・地方譲与税など）

11億2,002万8千円

国庫支出金 14.7％
40億861万9千円

県支出金 9.1％
24億8,061万1千円

地方交付税 39.6％
108億1,582万9千円

民生費 36.0％
98億2,877万8千円

総務費 14.0％
38億1,172万1千円

公債費 11.7％
31億8,792万3千円

農林水産業費・商工費
8.7％
23億6,415万2千円

その他 0.3％
9,165万2千円

消防費 4.0％
10億9,709万2千円

議会費 0.8％
2億2,140万1千円

教育費 7.2％
19億5,519万8千円

衛生費 8.7％
23億8,375万2千円

土木費 8.6％
23億4,698万円

 

〔数字は千円。％は全体に占める構成比〕
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年金生活者等支援臨時福祉給付金事業
2億288万5千円

●事業目的
　「一億総活躍社会」の実現に向け、アベノミクスによる賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金
高齢者への支援を行うとともに、高齢者世帯の年金も含めた所得全体の底上げを図る観点に立ち、
国の制度として実施される年金生活者支援給付金の前倒し的な位置づけとなる給付金で、平成
28年度前半の個人消費の下支えに資することを目的とする。

●事業概況
　対象者に給付金を支給する。

○対 象 者　平成27年度の臨時福祉給付金対象者のうち、�
　　　　　　平成28年度に65歳以上となる者

○給 付 額　1人当たり30,000円

○支給時期　平成28年6月から支給予定

○支給方法　対象者からの申請に基づき支給

すこやか子育て支援事業の拡充
1億6,490万5千円

　多子世帯保護者の経済的負担軽減のため、これまで
同時に保育園等に通園している2番目の児童の保育料
を無料にするとともに小学4年生以下の児童を3人以
上扶養している場合、3人目以降の児童の保育料を無
料としていたが、第1子の年齢にかかわらず第2子以
降の児童が保育所等を利用する場合の保育料を全て無
料とする。

平成28年度一般会計
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特定不妊治療費助成事業

505万円
●事業目的
　特定不妊治療（体外受精、顕微授精）を受けた夫婦の
治療費の一部を助成し、経済的負担を軽減する。

●事業概況

○対 象 者　法律上の婚姻をしている夫婦で①～⑤の要件を全て満たす人

　　　　　　①夫婦の双方または一方が、1年以上市内に住所を有し、かつ居住している人

　　　　　　②�長崎県特定不妊治療費助成金の交付を受けている人で、当該治療費が県の助成上
限額を超えている人

　　　　　　③前年の夫婦の所得の合計が730万円未満の人

　　　　　　④市税等の滞納がない人

　　　　　　⑤他の市町村で実施している同様な事業の助成を受けていない人

○助成金額　上限10万円／回（採卵を伴わないものは5万円／回）

○助成回数　初めて助成を受ける際の治療開始時の妻の年齢が
　　　　　　40歳未満の場合、43歳に達する日までの間に通算6回まで
　　　　　　40歳以上の場合、43歳に達する日までの間に通算3回まで
　　　　　　43歳以上は非該当
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○高齢者　2,224万7千円
【対 象 者】	 �市内に住所を有し、現に居住している者で、当該年度において70歳以上の年齢に到

達する高齢者

【交付内容】	 ・�1冊36枚綴（3割引券　800円上限）とし、2冊まで交付する。但し、運転経歴
証明書所持者には、3冊まで交付できる。

� ・�当該年度途中に70歳に到達する者には、当該月から月6枚分を月割りで交付する。

○障害者　754万6千円
【対 象 者】	 �市内に住所を有し、現に居住している者で、当該年度において次のいずれかに該当

する者

� ・重度障害者：�身体障害者手帳（1級、2級）、療育手帳（A1、A2）所持者で、有
料道路障害者割引措置や自動車税減免を受けていない者で、かつ高
齢者と障害者のみの世帯に属する者及び更生医療受給者（人工透
析）、特定疾患医療受給者

� ・障　害　者：�上記以外の身体障害者（1級から3級）療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳の所持者（この内70歳以上の対象者は高齢者交通費助成利用
券を交付（助成内容が同様のため））

【交付内容】	・�1冊36枚綴（重度障害者600円券　障害者3割引券（800円上限））とし、2冊
まで交付する。但し、重度障害（透析及び難病患者）の方が通院等で利用される
場合は、3冊まで交付できる。

� ・�当該年度途中に障害者手帳等を取得する者には、当該月から月6枚分を月割りで
交付する。

交通費助成事業の拡充

●事業概要
　高齢者、障害者（児）及び難病患者（特定疾病受給者）が
タクシーを利用する場合において、その利用料金の一部を助
成する。
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平成27年度補正予算

自治体情報セキュリティ強化対策事業
8,868万9千円

●事業目的・内容
　自治体情報セキュリティについて、国から抜本的強
化策が示されたことから、行政ネットワークにおいて、
インターネット接続環境の完全分離を行うため、既存
のネットワークから切り離して、新たにインターネッ
トに係るネットワークの整備及び必要な機器の設置を
行う。

雲仙エコプロジェクト
1,800万円

●事業目的
　未利用温泉水や蒸気などを活用した再生可能エネルギーの拡大を図り、その発電手法の付加価
値として観光業のコストの削減効果を高めるとともに、島原半島3市で取り組んでいる半島内で
のエネルギーの地産地消と、地熱研究者等の交流人口拡大と観光客の増加を目指す。

●事業内容
①地熱技術開発拠点整備事業
　研究拠点整備、技術開発支援、創業支援、試験井戸の開拓、小型発電機実証事業
②情報集積発信事業
　技術情報データ収集、情報ツール導入、コンテンツ製作（広報・PR）
③地熱交流事業
　シンポジウムの開催、地熱コンベンションの開催
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平成28年度雲仙市一般会計予算案
について 可決 19:1○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

平成28年度雲仙市国民健康保険特
別会計予算案について 可決 19:1 ○ ○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

平成28年度雲仙市後期高齢者医療
特別会計予算案について 可決 19:1○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

○賛成　　●反対

討 論
賛　成　討　論

　平成28年度の予算編成は、中期財政計画に基づく健全な財政運営を進め、総合計画後期基本
計画を基に、事業の優先性・重要性・効果等を十分に検証し、職員一人一人が縮減に向けての
意識改革を図り、適正な予算編成に努められている。
　特に予算要求の重点的事項として、1つ目は、平成28年度が総合計画の最終年度であり、6つ
の基本方針に基づく各政策・施策において、目標値に達していない施策の更なる事業の推進を
図り、目標達成に向けた取り組みを強化するとされている。
　2つ目は、雲仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、人口減少の克服、地域経済の
発展や活力ある地域社会の形成に向けて、農業漁業の担い手育成の確保、観光振興に向けた支援、
子育て世帯の経済的負担の軽減、住環境の整備、低炭素・循環型産業の創出等に、積極的に取
組まれる予算となっており賛成する。� 【浦川　康二�議員】

反　対　討　論
　反対の理由は、第1に地方創生策と矛盾する施策があること。アサリ、カキの養殖などの補助は
必要だが、開門調査で真の原因を明らかにしないままでは、効果は上がらない。総合計画にある
「宝の海は雲仙市のシンボル」とはいえない。産業面、観光面でも大きなマイナス。真の原因解明に
は開門調査が必要だ。
　第2は、臨時福祉給付金事業と年金生活者等支援臨時福祉給付金事業は突如として出てきたも
ので、高齢者のことをまじめに考えたものとは思えない。年金の引き上げこそ必要。
　第3は、マイナンバー事業は市民の個人情報を危険にさらし、国民への国家管理と監視強化に
つながるもので凍結・中止をすべきだ。
　第4は、自衛官募集事務費は「安保法制」が成立してからは意味が違ってくる。募集に応じた雲
仙市の若者が戦場で殺される可能性も大きくなる。憲法違反につながる業務を認めるわけにはい
かない。
　第5は、長崎新幹線関連の予算は認められない。� 【上田　篤�議員】

◆平成28年度雲仙市一般会計予算案 可  決

7 雲仙市議会だより●第47号（平成28年5月）



議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

発議第 1 号 雲仙市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 1 号 長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更
に関する協議について 原案可決

議案第 2 号 雲仙市行政不服審査関係手数料条例の制定について 原案可決

議案第 3 号 雲仙市行政手続条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 4 号 雲仙市神代小路まちなみ交流館の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

議案第 5 号 雲仙市文化会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 6 号 雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 7 号 雲仙市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 8 号 平成２７年度雲仙市一般会計補正予算（第５号）案について 原案可決

議案第 9 号 平成２７年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第10号 平成２７年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案第11号 平成２７年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案第12号 平成２７年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案第13号 平成２７年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案第14号 平成２７年度雲仙市水道事業会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案第15号 平成２８年度雲仙市一般会計予算案について 原案可決

議案第16号 平成２８年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 原案可決

議案第17号 平成２８年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 原案可決

議案第18号 平成２８年度雲仙市簡易水道事業特別会計予算案について 原案可決

議案第19号 平成２８年度雲仙市下水道事業特別会計予算案について 原案可決

議案第20号 平成２８年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 原案可決

議案第21号 平成２８年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 原案可決

議案第22号 平成２８年度雲仙市水道事業会計予算案について 原案可決

議案第23号 市道路線の変更について 原案可決

議案第24号 雲仙市の区域内にあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 原案可決

議案第25号 雲仙市過疎地域自立促進計画の策定について 原案可決

平成28年第1回雲仙市議会定例会　議決結果
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報
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
閲
覧
が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が

完
全
に
分
離
さ
れ
る
た
め
、
不
便
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

質
疑　

愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
の
実
施
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　
平
成
28
年
の
夏
ま
で
に
、
設

計
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決

定
す
る
。
そ
の
後
、
12
月
ま
で
に
基

本
設
計
を
終
え
、実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
29
年
度
の
秋
頃
か
ら
建
設
に
入

り
、
完
成
は
平
成
30
年
度
を
予
定
し

て
い
る
。

質
疑　
武
道
場
の
移
設
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
等
を
含
め
て

設
計
を
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
武
道
場
の
移
設
な
ど
は
、
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
仮
に
移
設
な
ど
を
進
め
る

と
、
解
体
・
用
地
確
保
や
設
計
等
が

必
要
に
な
り
、
愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
自
体
の
建
設
が
完
成
予
定

と
し
て
い
る
平
成
30
年
度
ま
で
に
間

に
合
わ
な
く
な
る
。
現
在
の
敷
地
で

の
建
設
を
進
め
て
い
き
た
い
。
将
来

的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
駐
車
場
活
用

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
完
成
予
定
は
理
解
し
て
い
る

が
、
愛
野
町
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
施
設
を
建
設

す
る
た
め
に
も
、
利
用
者
団
体
と
再

度
協
議
の
場
を
持
ち
、
武
道
場
の
敷

地
も
含
め
た
用
地
の
有
効
活
用
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

意
見　
市
歌
作
成
は
市
民
の
皆
様
に

親
し
ん
で
長
く
歌
い
続
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
慎
重
に
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

意
見　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
現
在
の
目
的
設

定
は
範
囲
が
広
す
ぎ
る
。
寄
附
へ
の

返
礼
品
以
外
に
も
、
も
っ
と
目
的
を

明
確
に
し
て
発
信
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
平
戸
市
は
多
額
の
寄
附

金
を
産
業
振
興
の
発
展
に
活
用
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
よ
り
地

域
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
用
方

法
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

質
疑　
自
治
会
組
織
の
再
編
を
検
討

す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答
弁　
構
成
人
員
や
世
帯
数
が
少
な

い
自
治
会
が
増
え
て
い
る
中
で
、
今

後
の
活
動
を
考
え
る
と
一
部
の
自
治

会
に
お
い
て
は
再
編
の
必
要
性
も
考

え
ら
れ
る
た
め
、
協
議
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

意
見　
市
民
や
代
表
者
と
慎
重
に
協

議
を
進
め
て
欲
し
い
。

雲
仙
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

平
成
27
年
度
雲
仙
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
5
号
）
案

平
成
28
年
度
雲
仙
市
一
般
会
計
予

算
案

雲
仙
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
策
定

付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度雲仙市一般会計補正予算（第5号）案 原案可決

平成28年度　雲仙市一般会計予算案　 原案可決

雲仙市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例　
ほか3件 原案可決

雲仙市過疎地域自立促進計画の策定　ほか1件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
8
件

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

審査状況
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文
教
厚
生

質
疑　
ま
ち
な
み
交
流
館
の
ト
イ
レ

等
の
清
掃
は
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　
ま
ち
な
み
交
流
館
の
ト
イ
レ

等
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
鍋
島
邸
の

管
理
人
2
名
が
毎
週
月
曜
日
に
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ

ン
等
に
は
、
歴
史
資
料
館
の
職
員
が

状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

質
疑　
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

に
お
い
て
、
実
績
が
見
込
み
よ
り
も

伸
び
な
か
っ
た
の
は
周
知
が
足
り
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
予
算
を
計
上
す
る
際
に
は
、

例
年
の
伸
び
を
計
算
し
て
予
算
が
不

足
し
な
い
よ
う
に
計
上
し
て
い
る

が
、
主
な
理
由
と
し
て
は
、
周
知
が

不
足
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
新
規

の
利
用
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
利
用

者
の
死
亡
、
65
歳
到
達
者
に
よ
る
介

護
保
険
へ
の
移
行
等
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

質
疑　
教
育
委
員
会
は
建
物
等
の
施

設
を
多
く
管
理
し
て
い
る
が
、
建
築

専
門
の
職
員
は
配
置
出
来
て
い
る
の

か
。

答
弁　
総
務
課
環
境
整
備
班
に
は
事

業
課
な
ど
で
土
木
工
事
を
経
験
し
た

職
員
が
配
置
さ
れ
て
は
い
る
が
、
建

築
の
専
門
職
員
は
、
市
全
体
で
も
不

足
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
配
置
出

来
て
い
な
い
。

意
見　
教
育
委
員
会
は
、
施
設
等
を

多
く
管
理
し
て
い
る
た
め
、
建
築
専

門
の
職
員
を
配
置
し
、
施
設
の
環
境

整
備
が
円
滑
に
実
施
出
来
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
。

質
疑　
生
活
保
護
費
支
給
事
業
の
状

況
や
自
立
支
援
は
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
3
月
1
日
現
在
で
の
保
護
世

帯
は
5
0
3
戸
で
、
保
護
者
数
は

6
1
3
名
で
あ
る
。
職
員
が
自
宅
を

訪
問
し
、
自
立
支
援
の
指
導
を
行
っ

て
は
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

指
導
等
の
対
応
は
十
分
に
は
出
来
て

い
な
い
。

質
疑　
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

は
効
果
が
あ
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
本
事
業
は
、
24
時
間
体
制
で

看
護
資
格
を
持
っ
た
専
門
職
員
が
常

駐
し
て
い
る
長
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
に

業
務
委
託
し
て
い
る
。
利
用
者
が
緊

急
の
場
合
に
は
、
病
歴
等
も
伝
え
な

が
ら
救
急
車
の
要
請
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
は
大
変

助
か
って
い
る
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

質
疑　
国
保
税
の
滞
納
額
は
ど
れ
位

あ
る
の
か
。

答
弁　
現
在
、
4
億
7
5
6
3
万
円

程
で
あ
る
。

質
疑　
一
般
会
計
繰
入
金
の
繰
入
基

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

法
定
内
の
繰
入
に
つ
い
て

は
、
国
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。

主
な
も
の
と
し
て
、
保
険
基
盤
安
定

事
業
で
は
全
額
、
出
産
育
児
一
時
金

は
2
/
3
、
財
政
安
定
化
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
病
床
数
や
市
の
状
況

に
よ
っ
て
国
が
算
定
し
た
額
を
国
保

会
計
に
繰
入
れ
て
い
る
。

雲
仙
市
神
代
小
路
ま
ち
な
み
交
流

館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）
案

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
案

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
案

付　　託　　案　　件 審議結果

雲仙市神代小路まちなみ交流館の設置及び管理に関する条例
ほか1件 原案可決

平成27年度一般会計補正予算（第5号）案　ほか2件 原案可決

平成28年度一般会計予算案　ほか3件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
9
件

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

まちなみ交流館審査状況
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産
業
建
設

付　　託　　案　　件 審議結果

平成27年度�一般会計補正予算（第5号）案　ほか4件 原案可決

平成28年度�一般会計予算案　ほか4件 原案可決

市道路線の変更 原案可決

雲仙市の区域内にあらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
12
件

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

質
疑　
農
業
振
興
費
と
畜
産
業
費
で

約
2
億
7
千
万
円
減
額
さ
れ
て
い

る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
補
助
事
業
な

ど
を
1
件
で
も
多
く
採
択
さ
れ
る
よ

う
に
努
力
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
減
額
し
た
の
か
。

答
弁　
少
し
で
も
雲
仙
市
の
た
め
に

と
思
い
努
力
し
て
い
る
が
、
ま
だ
足

り
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。

質
疑　
農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
、
大
型
事
業
の
完
成

な
ど
に
伴
い
大
幅
に
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
将
来
へ
の
見
通
し
を
た
て

て
、
新
規
事
業
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
市
の
農
林
水
産
業
の
活
性
化
は

見
込
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
国
か
ら
の
緊
急
的
な
事
業
に

対
し
て
も
、
周
知
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
、
今
ま

で
以
上
に
各
団
体
な
ど
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。

意
見　
6
次
産
業
化
推
進
支
援
事
業

は
、
地
方
創
生
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
観

点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
事
業
で
あ

る
の
で
、
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

質
疑　
諫
早
湾
水
産
振
興
特
別
対
策

事
業
の
ア
サ
リ
種
苗
放
流
の
効
果
を

あ
げ
る
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
従
来
は
稚
貝
を
撒
く
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
今
年
は
食
害
防
止
の
た

め
、
砂
利
袋
に
入
れ
て
半
年
間
蓄
養

し
た
り
、
垂
下
式
養
殖
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。

質
疑　
道
路
新
設
改
良
費
は
、
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
旧
町
か
ら
の
継
続
事
業
、
県

営
事
業
と
の
関
連
、
環
境
の
変
化
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
必
要
な
事
業
で

あ
っ
た
た
め
、こ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
早
急
に
市
内
全
体
の
道
路

網
整
備
計
画
を
策
定
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
形
で
整
備
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

反
対
討
論　
諫
早
湾
水
産
振
興
特
別

対
策
事
業
は
、
開
門
調
査
を
せ
ず
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
費
用
対
効
果
も

小
さ
い
。
原
因
を
調
査
し
な
い
と
、

根
本
的
な
解
決
は
見
込
め
な
い
。

ま
た
、
観
光
関
係
予
算
に
は
似
た
よ

う
な
事
業
が
多
く
、
整
理
し
て
も
っ

と
効
果
的
な
も
の
に
す
べ
き
で
は
。

賛
成
討
論　
諫
早
湾
水
産
振
興
特
別

対
策
事
業
の
ア
サ
リ
の
養
殖
は
、
生

存
率
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
結
果
も

出
て
い
る
。
ま
た
、
砂
利
袋
な
ど
に

よ
り
再
生
し
た
と
い
う
他
県
の
事
例

も
あ
る
。
や
り
方
次
第
で
は
有
明
海

の
再
生
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
質
的

に
地
方
創
生
が
始
ま
る
。
限
ら
れ
た

予
算
で
人
口
減
少
対
策
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
の
新
規
、
既
存
事
業
の

見
直
し
や
拡
充
な
ど
最
大
限
の
予
算

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
賛
成

す
る
。

採
決　
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

質
疑　
南
串
山
地
区
水
源
開
発
事
業

は
、
ど
の
あ
た
り
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答
弁　
今
回
は
、
小
浜
地
区
も
視
野

に
入
れ
て
、
広
域
的
に
活
用
で
き
る

大
き
い
水
源
を
見
つ
け
た
い
。

意
見　
今
後
、
水
質
の
悪
化
に
よ
り

水
不
足
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
危
機

感
を
持
ち
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

質
疑　
下
水
道
事
業
は
、
将
来
市
の

財
政
を
圧
迫
す
る
の
で
は
な
い
か
。

現
在
、
地
区
に
よ
っ
て
は
水
洗
化
率

が
50
％
に
も
満
た
な
い
う
え
、
加
入

促
進
の
年
次
計
画
も
な
い
。
今
後
の

運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答
弁　
今
後
、
公
営
企
業
会
計
へ
移

行
す
る
中
で
、
具
体
的
な
年
次
計
画

を
立
て
て
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）
案

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
案

平
成
28
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
案

平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
案

審査状況
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町
田
議
員 　
昨
年
5
月
に
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ

た
。
老
朽
・
危
険
空
き
家
の
所
有

者
に
対
し
、
自
治
体
が
撤
去
や
修

繕
に
対
し
て
指
導
、
勧
告
、
命
令

が
で
き
、勧
告
を
受
け
た
物
件
は
、

住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
を
優
遇

す
る
特
例
を
受
け
ら
れ
ず
、
税
額

が
6
倍
の
課
税
と
な
る
。だ
か
ら
、

早
く
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
特
徴
だ
。
又
、
所
有
者
不
明
の

空
き
家
で
も
、
略
式
代
執
行
に
よ

る
強
制
撤
去
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
市
は
危
険
空
き
家
を
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

 
広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
市
内
に

は
空
き
家
が
7
8
0
件
、う
ち
危
険

家
屋
は
1
5
5
件
で
、本
年
度
中
に

全
て
の
所
有
者
を
特
定
し
た
い
。

 

町
田
議
員 　
空
き
家
対
策
の
最

大
の
障
壁
は
撤
去
費
用
だ
。
一
般

的
木
造
家
屋
で
1
0
0
㎡
の
場
合

に
は
1
7
0
万
円
程
度
か
か
る
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
補
助
制

度
に
つ
い
て
は
、
国
の
空
き
家
再

生
等
推
進
事
業
の
除
却
事
業
を
活

用
し
、
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の

1
で
、
限
度
額
を
50
万
円
で
補
助

必
要
経
費
を
当
初
予
算
に
計
上

し
た
。

 

町
田
議
員 　
危
険
空
き
家
の
解

消
は
倒
壊
や
防
犯
上
の
観
点
か
ら

安
全
対
策
と
し
て
、
勧
告
ま
で
早

く
実
施
し
市
民
の
不
安
を
解
消
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
活
用
方
法
で

他
市
に
は
、
空
き
家
活
用
促
進
奨

励
金
制
度
が
あ
り
、
空
き
家
所
有

者
が
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、

移
住
者
と
賃
貸
契
約
を
結
べ
ば
、

双
方
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
る
。

補
修
費
用
も
補
助
対
象
で
あ
る
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
平
成
28

年
度
は
、
空
き
家
を
移
住
希
望
者

へ
の
お
試
し
住
宅
と
し
て
整
備

し
、今
後
、さ
ら
に
研
究
し
た
い
。

老朽・危険空き家対策

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P12
平野　利和…P13
上田　　篤…P13
松尾　文昭…P14

林田　哲幸…P14
森山　繁一…P15
深堀　善彰…P15
渡辺　勝美…P16

浦川　康二…P16
元村　康一…P17
小田　孝明…P17

市政を問う 11名の議員が一般質問

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員

老
朽
空
き
家
の
対
策
は
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一般質問

平成28年度施政方針は

「不登校」への対処は

 

上
田
議
員 　
不
登
校
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
原
因
は
何
か
。

 

山
本
教
育
次
長 　
文
科
省
は
、

何
ら
か
の
心
理
的
、
情
緒
的
、
身

体
的
あ
る
い
は
社
会
的
要
因
、
背

景
に
よ
り
病
気
や
経
済
的
な
理
由

に
よ
る
も
の
を
除
い
て
、
年
間
30

日
以
上
の
欠
席
が
あ
る
も
の
を
不

登
校
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
登

校
で
は
な
い
が
、
遅
刻
、
欠
席
が

多
い
な
ど
の
児
童
生
徒
も
い
る
。

不
登
校
の
原
因
は
複
雑
多
岐
で
あ

り
、
原
因
を
特
定
す
る
の
は
難

し
い
。

 
上
田
議
員 　
文
科
省
は
教
員
に

よ
る
体
罰
、
暴
言
、
不
適
切
な
指

導
な
ど
に
よ
る
不
登
校
も
あ
げ
て

い
る
。
こ
れ
は
教
育
委
員
会
・
学

校
の
責
任
が
他
よ
り
ず
っ
と
大
き

い
。絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ど
う
し
て
も
学
校
に
行
け
な
い

子
ど
も
も
い
る
。
保
護
者
は
学
力

の
遅
れ
が
心
配
で
、
学
校
以
外
の

教
育
機
関
を
利
用
す
る
場
合
も
あ

る
。
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
と

な
る
が
、
助
成
措
置
は
あ
る
か
。

 

山
野
教
育
長 　
今
は
な
い
。
学

校
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
、
学
校
に

復
帰
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。

 

上
田
議
員 　
「
学
校
が
全
て
」

と
い
う
学
校
神
話
は
違
う
の
で
は

な
い
か
。

 

山
野
教
育
長 　
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
が
い
る
の
は
現
実
だ

が
、
や
は
り
学
校
で
一
緒
に
す
ご

し
て
ほ
し
い
。

 

上
田
議
員 　
学
校
に
行
け
な
い

時
、
そ
の
子
ど
も
は
学
校
以
外
の

場
で
成
長
・
発
達
す
る
権
利
が
あ

る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
も
う

少
し
柔
軟
に
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

山
本
教
育
次
長 　
学
校
、
保
護

者
、
専
門
員
が
力
を
合
わ
せ
て
粘

り
強
く
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

 

平
野
議
員 　
下
水
道
未
整
備
地

区
の
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
上
乗

せ
を
行
う
の
か
。
浄
化
槽
法
定
検

査
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
浄
化
槽

設
置
の
個
人
負
担
額
が
下
水
道
区

域
の
個
人
負
担
額
に
近
づ
く
よ
う
、

補
助
率
を
現
行
の
40
％
補
助
に

20
％
上
乗
せ
し
60
％
の
補
助
に
す

る
。
法
定
検
査
は
、
設
置
後
の
水

質
検
査
と
定
期
検
査
の
2
種
類
が

あ
る
。
県
の
指
導
に
よ
り
法
定
検

査
手
数
料
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、

雲
仙
市
も
精
査
し
対
応
し
て
い
く
。

 

平
野
議
員 　
国
道
2
5
1
号
西

郷
港
か
ら
神
代
長
浜
間
の
越
波
対

策
事
業
が
工
事
に
入
る
よ
う
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
な
の
か
。

 

野
口
部
長 　
既
設
護
岸
を
約
20

㎝
か
ら
50
㎝
程
度
か
さ
上
げ
し
、

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
増
設
す
る
。

 

平
野
議
員 　
全
国
に
先
駆
け
て

の
子
育
て
支
援
事
業
の
内
容
は
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
複
数
の

児
童
を
養
育
す
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
第
1

子
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
第
2
子

以
降
の
児
童
が
保
育
園
等
を
利
用

す
る
場
合
に
保
育
料
を
全
て
無
料

に
す
る
。

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

浄
化
槽
設
置
補
助
は

不
登
校
問
題
に
ど
う
向
き
あ

う
か

越
波
対
策
事
業
は

子
育
て
支
援
事
業
は

長浜海岸

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

林
田
議
員 　
市
長
が
思
い
描
く

観
光
振
興
、
理
想
の
観
光
地
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
な
ぜ
島

原
半
島
三
市
で
取
り
組
ん
だ
ほ
う

が
い
い
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
国
・
県
に
お
け
る

観
光
分
野
の
組
織
体
制
や
予
算
は

他
の
分
野
と
比
べ
て
弱
く
未
成
熟

だ
と
感
じ
て
い
る
。
雲
仙
市
に
お

け
る
観
光
振
興
に
係
る
体
制
も
、

地
域
の
観
光

施
策
や
観
光

地
づ
く
り
を
、

市
と
と
も
に

担
っ
て
い
く

観
光
協
会
の

事
務
局
体
制

の
現
状
で
は
、

人
員
や
予
算

面
に
お
い
て
、
ま
だ
ま
だ
補
強
す

べ
き
事
案
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
よ
り
効
果
的
な
観
光
施
策
を

実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

実
施
主
体
と
な
る
組
織
の
強
化
が

最
優
先
の
課
題
で
あ
り
、
市
と
し

て
は
観
光
協
会
事
務
局
の
組
織
体

制
の
整
備
や
機
能
強
化
に
向
け
て

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

最
終
的
な
目
標
と
し
て
、
い
か
に

所
得
を
増
や
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
雲
仙
市
や
島
原
半
島
の
観
光
振

興
を
図
る
上
で
は
、
島
原
半
島
が

一
体
と
な
っ
た
観
光
誘
客
や
観
光

地
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
担
う

組
織
、
い
わ
ゆ
る
D
M
O
の
整
備

が
最
優
先
と
考
え
る
。

観光振興施策に力を

 

松
尾
議
員 　
特
定
健
診
に
つ
い

て
は
、
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
平
成
20
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
検
査
項
目
の
中
に

心
電
図
、
貧
血
検
査
、
眼
底
検
査

は
、
医
師
の
判
断
で
実
施
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
、
一

律
全
員
に
実
施
で
き
な
い
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
こ
の
健
診
を
一
律

に
全
員
に
行
っ
た
場
合
は
、
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
も
含
め

た
詳
細
な
健
診
費
用
が
、
補
助
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
例
え
ば
心
電
図
検
査
は
、
諫

早
市
を
含
め
県
下
で
二
市
だ
け
が

一
律
全
員
に
行
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
市
と
し
て
は
、
検
査
費
用

の
他
に
検
査
体
制
で
あ
る
と
か
、

検
査
時
間
の
延
長
等
が
必
要
と
な

る
た
め
、
委
託
先
で
あ
る
南
高
医

師
会
と
の
協
議
も
要
す
る
。
補
助

金
も
従
来
受
け
ら
れ
て
い
た
部
分

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
対

す
る
判
断
、
国
保
税
に
対
す
る
影

響
な
ど
慎
重
に
見
き
わ
め
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

 

松
尾
議
員 　
市
の
負
担
も
か
か

る
と
思
う
が
、
未
然
に
防
い
だ
ほ

う
が
医
療
費
の
軽
減
に
繋
が
る
と

思
う
。
せ
め
て
貧
血
検
査
だ
け
で

も
で
き
な
い
の
か
。

 
広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
貧
血
検

査
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
先
進
地

で
は
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
そ
の
部
分
も
含
め
て
今
後

検
討
し
た
い
。

 

松
尾
議
員 　
関
首
塚
線
に
つ
い

て
は
、
一
部
幅
員
も
狭
く
、
離
合

で
き
ず
、
危
険
な
箇
所
で
通
学
路

で
も
あ
る
。
改
良
の
考
え
は
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
こ
の
周

辺
は
、砂
防
指
定
地
で
あ
り
、防
災

面
等
を
充
分
配
慮
し
な
が
ら
、自
治

会
を
は
じ
め
関
係
者
に
申
請
を
し

て
も
ら
い
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

特定健診項目の追加は

観
光
振
興
は

特
定
健
診
は

松
まつお

尾　文
ふみあき

昭議員

関
首
塚
線
の
道
路
改
良
は

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

小浜温泉

雲仙温泉
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一般質問

 

深
堀
議
員 　
総
合
戦
略
の
策
定

で
、「
オ
ー
ル
雲
仙
で
の
取
り
組

み
が
必
要
不
可
欠
」
と
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
取
り
組
む
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
市
民
と
連
携
し
た

取
り
組
み
が
、
よ
り
効
果
を
高
め

る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

職
員
が
全
庁
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
私
も
含
め
職
員
一
人
一

人
が
広
聴
活
動
を
徹
底
し
、
市
民

皆
様
の
意
見
や
考
え
を
把
握
・
共

有
し
協
議
を
重
ね
、
事
業
を
構
築

し
て
行
く
。

 
深
堀
議
員 　
子
ど
も
か
ら
各
世

代
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
材

育
成
の
視
点
・
考
え
は
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
「
雲
仙

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
事
業
に

よ
り
人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

 

深
堀
議
員 　
戦
略
の
中
で
、
国

見
高
・
小
浜
高
、
2
つ
の
県
立

高
校
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

 

大
塚
課
長 　
地
元
高
校
の
魅
力

ア
ッ
プ
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、
両
校
と
の
協
議

を
踏
ま
え
た
市
内
高
校
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
向
け
た
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

 

深
堀
議
員 　
共
同
墓
地
の
維
持

管
理
に
対
す
る
、
新
た
な
支
援
策

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
県
下
各

地
の
状
況
等
調
査
し
、
研
究
し

た
い
。

地方創生への取り組み

市の施策方針は

 

森
山
議
員 　

応
援
寄
附
金
の

増
、
物
産
品
の
P
R
推
進
、
寄

附
金
の
金
額
、寄
附
金
の
利
用
、

活
用
は
。

 

金
澤
市
長 　
平
成
28
年
度
に
お

い
て
は
寄
附
金
の
増
と
雲
仙
市

の
特
産
品
の
ア
ピ
ー
ル
を
目
指

す
。
謝
礼
品
に
関
す
る
業
務
は

観
光
物
産
課
に
お
い
て
物
産
振

興
と
合
わ
せ
て
強
力
に
取
り
組

む
。
寄
附
金
は
平
成
27
年
度
1

億
9
2
0
0
万
円
、
平
成
28
年

度
は
2
億
円
の
寄
附
額
を
見
込

ん
で
い
る
。
活
用
に
つ
い
て
は

第
2
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料

化
に
す
る
子
育
て
支
援
事
業
、

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、

地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
他
24

事
業
。

 

森
山
議
員 　
市
役
所
本
庁
周
辺

の
駐
車
場
の
整
備
の
取
り
組
み
は
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
駐
車
場

に
つ
い
て
は
本
庁
機
能
の
集
約
で

駐
車
場
不
足
が
予
想
さ
れ
る
。
市

役
所
玄
関
前
の
用
地
の
取
得
を
念

頭
に
地
権
者
の
方
、
関
係
機
関
と

の
協
議
を
進
め
、
28
年
度
早
い
時

期
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

み
た
い
。

 

森
山
議
員 　
1
月
24
日
、
25
日

の
寒
波
で
漏
水
、断
水
と
な
っ
た
。

漏
水
の
減
額
に
対
す
る
提
出
書
類

は
も
う
少
し
簡
単
に
、
又
申
請
し

な
い
で
減
免
で
き
な
い
の
か
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
減
免
特

例
措
置
に
基
づ
き
、
通
常
ど
お
り

減
免
申
請
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

森
山
議
員 　
愛
津
原
地
区
の
受

益
者
の
負
担
率
は
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
受
益
者

の
負
担
率
は
今
回
も
5
％
で
あ
る
。

森
もりやま

山　繁
しげいち

一議員

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は

庁
舎
整
備
は

水
道
事
業
は

共
同
墓
地
の
支
援
策
を

農
業
生
産
基
盤
整
備
は

深
ふかほり

堀　善
よしあき

彰議員

雲
仙
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
は
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金澤市政のここが聞きたい

 

浦
川
議
員 　
第
2
次
行
政
改
革

大
綱
で
は
職
員
の
適
性
計
画
は
、

定
員
削
減
目
標
3
5
0
人
が
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
目
標
達
成
は
な

ぜ
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

 

酒
井
副
市
長 　
定
員
管
理
を
達

成
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
1
点

目
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
総
合

支
所
の
サ
ー
ビ
ス
等
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
働
か
な
か
っ
た
。
2
点

目
、
各
種
新
規
事
業
や
市
民
ニ
ー

ズ
の
複
雑
・
多
様
化
に
よ
り
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
た
。

 

浦
川
議
員 　
市
は
第
1
次
定
員

適
正
化
計
画
で
、
平
成
18
年
度

4
9
0
人
い
た
職
員
を
、
平
成
28

年
4
月
1
日
に
は
3
5
0
人
に
削

減
す
る
目
標
で
あ
っ
た
が
、
定
員

管
理
計
画
を
遵
守
す
る
こ
と
な

く
、
す
で
に
平
成
25
年
度
に
は
定

員
適
正
化
計
画
の
見
直
し
に
着
手

し
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
3
5
0

人
へ
の
削
減
目
標
達
成
時
期
を
5

年
間
延
長
す
る
案
で
あ
っ
た
が
、

平
成
26
年
度
で
は
、
一
転
し
て

3
5
0
人
へ
の
削
減
目
標
は
消
え

て
、
30
人
増
員
の
3
8
0
人
体
制

を
維
持
す
る
案
を
検
討
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
第
2
次
行
革
の

定
員
管
理
目
標
の
遵
守
に
、
真
摯

に
努
力
し
て
い
た
の
か
疑
問
で

あ
る
。

　
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
で
は
、

職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
定
員
管
理
の

内
容
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
5
年
間
で
、
最
終
年
度

の
目
標
数
を
3
8
0
人
と
定
め
て

い
る
。計
画
期
間
中
の
目
標
数
は
、

ほ
ぼ
現
状
維
持
の
内
容
で
あ
る
。

 

浦
川
議
員 　
急
激
な
人
口
減
少

や
交
付
税
の
縮
減
等
厳
し
い
行
政

運
営
の
中
で
、
正
職
員
を
30
人
増

員
し
、
5
年
間
3
8
0
人
を
維
持

す
る
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
は
改

悪
で
あ
り
、私
は
理
解
で
き
な
い
。

職員削減目標の達成は

 

渡
辺
議
員 　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
場・軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進・

運
動
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
提
供
に

努
め
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
考

え
は
。
今
年
度
よ
り
私
は
、
長
崎

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

議
会
議
員
と
な
り
、
市
の
医
療
費

削
減
を
推
し
進
め
る
に
は
、
後
期

高
齢
者
の
方
に
も
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
が
大
事
と
思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
市
民
の
皆

様
の
健
康
維
持
や
増
進
に
果
た
す

役
割
が
大
変
大
き
く
、
ま
た
、
利

用
し
や
す
い
環
境
や
場
の
提
供
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

 

山
野
教
育
長 　
具
体
的
に
は
、

雲
仙
ア
ヅ
マ
ク
ロ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
あ
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
育

成
・
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 

渡
辺
議
員 　
M
C
I
（
軽
度
認

知
障
害
）、
認
知
症
予
備
体
操
コ

グ
ニ
ス
テ
ッ
プ
は
知
っ
て
い
る
か
。

 

山
本
教
育
次
長 　

知
っ
て
い

る
。（
コ
グ
ニ
ス
テ
ッ
プ
を
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
説
明
）

 

渡
辺
議
員 　
諫
早
湾
一
周
マ
ラ

ソ
ン
を
開
催
し
て
は
。

 

山
本
教
育
次
長 　
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
や
観
光
事
業
へ
の
効
果
は

期
待
で
き
る
が
、
交
通
規
制
、
ス

タ
ッ
フ
確
保
、
費
用
対
効
果
も
慎

重
な
精
査
が
必
要
。

 

渡
辺
議
員 　
け
ち
く
さ
い
。

夢のあるフルマラソン

渡
わたなべ

辺　勝
かつみ

美議員

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
は

夢
の
あ
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員
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一般質問

 

元
村
議
員 　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
は
、
全
国
画

一
の
政
策
で
は
不
可
能
だ
。
独
自

に
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
政
策
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
治
体
の

政
策
能
力
が
問
題
で
あ
る
。
施
策

推
進
の
原
動
力
で
あ
る
職
員
の
能

力
の
程
度
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
地

域
間
の
格
差
が
増
大
し
て
い
く
。

対
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
時
代
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
職
員
を
育
成

し
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
た
い
。

 

元
村
議
員 　
合
併
特
例
期
間
が

終
了
し
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
が
見

通
し
は
。

 

金
澤
市
長 　
市
民
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
、
財
政
健
全
化
を

図
る
。

 

元
村
議
員 　
①
企
業
誘
致
に
つ

い
て
。
若
者
や
就
業
人
口
の
流
出

は
地
元
や
通
勤
距
離
内
に
働
く
場

が
な
い
こ
と
が
大
き
い
。
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
が
有
効
か
つ
実
現
の
確

立
が
高
い
と
思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
こ
れ
ま
で
以
上
に

機
会
を
捉
え
て
企
業
訪
問
を
行
う
。

 

元
村
議
員 　
②
愛
野
小
浜
間
の

早
急
な
道
路
整
備
に
つ
い
て
。
国

会
議
員
へ
支
援
依
頼
を
す
る
な

ど
、
政
治
的
対
策
を
と
る
方
法
が

早
期
解
決
に
繋
が
る
の
で
は
。

 

金
澤
市
長 　
要
望
や
強
く
訴
え

を
行
い
、さ
ら
に
強
く
取
り
組
む
。

他
の
質
問

③
婚
活
に
つ
い
て

④
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

魅力ある地方創生策は

 

小
田
議
員 　
平
成
27
年
国
勢
調

査
の
市
の
人
口
は
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
平
成
12
年
5

万
2
2
3
0
人
に
比
べ
、
8

 
0
 9 

5
人
、
15
・
5
％
減
の
4
万
4

1 

3

5
人
で
あ
る
。

 

小
田
議
員 　
5
年
間
で
約
3
千

人
減
少
し
て
い
る
が
、
市
の
人
口

目
標
の
2
0
4
5
年
3
万
5
千

人
、
2
0
6
0
年
の
3
万
人
は
ど

う
か
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
2

 
0
 6 

0
年
の
3
万
人
程
度
の
目
標
は
非

常
に
厳
し
い
。
さ
ら
に
危
機
感
を

強
め
、
よ
り
強
力
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
小
田
議
員 　
市
の
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
総
合
戦
略
は
大
事
な
こ
と

ば
か
り
で
、
よ
く
で
き
て
い
る
。

徹
底
し
た
政
策
の
実
行
が
重
要

だ
。
と
こ
ろ
が
、
増
田
レ
ポ
ー
ト

で
2
0
4
0
年
消
滅
市
町
村
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
島
根
県
の
19
市
町

村
の
中
で
3
割
の
市
町
村
が
示
さ

れ
た
数
字
を
上
回
る
状
況
が
出
て

き
て
い
る
。
田
園
回
帰
現
象
と
い

わ
れ
て
い
る
。
平
成
14
年
全
国
の

移
住
者
が
5
年
前
の
4
倍
に
増
え

て
1
万
1
千
人
を
超
え
て
い
る
。

都
市
か
ら
農
山
村
へ
の
移
住
促

進
対
策
は
地
域
に
よ
っ
て
集
落
、

自
治
会
、学
校
区
、旧
市
町
村
単
位

等
い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
よ
う
だ
。

 

大
塚
課
長 　
島
根
、
鳥
取
、
長

野
県
の
事
例
等
の
調
査
研
究
を
重

ね
て
、活
か
せ
る
も
の
、取
り
込
め

る
も
の
は
取
り
入
れ
て
地
方
創
生

の
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
し
た
い
。

田園回帰現象がある

元
もとむら

村　康
やすかず

一議員

職
員
の
意
識
改
革
は

4
万
4
1
3
5
人

今
後
の
財
政
運
営
は

人
口
減
少
対
策
は

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

田園風景（国見町）
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

議会のうごき
1月15日（金）
愛野・小浜バイパス建設促進期成会要望

　愛野・小浜バイパス建設促進期成会等
の要望活動に大久保議長が参加しました。
　長崎県選出の国会議員や国土交通省、
自民党本部などを訪問。早期事業化や現
道改良の早期実施を要望し、土井亨国土
交通副大臣へも要望書を手渡しました。

2月8日（月）
雲仙市役所増築庁舎開所式

　雲仙市役所増築庁舎開所式が開催され、
大久保議長ほか大勢の議員が出席しました。
　増築庁舎には産業部、農業委員会、建
設部、市民安全課が配置され、今までよ
りも市民の皆様にとって利用しやすいも
のとなっています。

1月21日（木）
雲仙市議会議員研修会

　県より講師をお迎えし、「長崎県の人口
減少の現状と総合戦略」について、雲仙
市議会議員研修会を開催しました。
　議員のスキルアップを図り、今後の議
員活動に活かす目的で開催したもので、
今回で4回目の開催となります。

3月10日（木）
九州新幹線西九州ルート整備促進要望

　九州新幹線長崎ルートに導入予定のフ
リーゲージトレインの開発が2022年の開業
に間に合わない問題で、県議会の議員連盟
と県下市町新幹線推進連絡協議会の合同で
政府や与党へ要望活動を行い、大久保議長
が参加し、稲田政調会長へも要望しました。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

一括議題

　数個の事件を一括して議題とし、審議する方法のことをいう。
　一議事・一議題の原則に対する例外である。一議題ごとの審議は議事運営上、非効率的で
あることから、特殊な事件を除いて、数個の事件の内容が同種又は関連ある場合その他審議
の便宜上必要があるときは、議長が議事整理権に基づいて、一括して議題とし、審議を行う
ことができる。議会が同意を与えるような人事案件及び特殊な事件を除いて、一括して上程
し、提案者の説明を求め、一括して質疑する方法が比較的多く採用されている。
　なお採決は、以下のような方法があり、一定しない。
　　①一括して行う場合
　　②一件ずつ行う場合
　　③一括議題とした議案中、分類して何件かを一括して行う場合

� （地方議会運営事典より）

議会用語解説
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NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。
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号47
議会を傍聴してみませんか？

　2月25日から3月23日までの28日
間、本年最初の定例会が開催され、
11人の議員が一般質問を行いまし
た。特に施政方針に対する質問では
今年度一年間の市政運営の流れを決
める市長の考え方について、各議員、
鋭く問いました。
　議員一同、市民のためになる提案
ができるよう日々精進し、議会だよ
りの紙面で皆様に報告ができればと
思っています。
� （林田　哲幸）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　佐藤義隆
副委員長　上田　篤
委　　員　坂本弘樹、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成28年第2回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
6月9日（木）～ 7月1日（金）です

■一般質問　　　6月13日（月）～ 16日（木）
■議案質疑　　　6月20日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　6月21日（火）・22日（水）
　　産業建設常任委員会　　6月23日（木）・24日（金）
　　総務常任委員会　　　　6月27日（月）・28日（火）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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